
働くまち鎌倉推進～キャリアのセカンドステップ～ 【神奈川県鎌倉市】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題

事業の効果

目的・目標

事業の特徴

総事業費 310
千
円

交付金額 149
千
円

事業番号 １

参加者アンケートで満足・やや満足とした割合が91％となった
が、参加人数目標の60名（各回15名）に対して33人だった。セミ

ナー開催期間中に別途就労など方向性が決まった方や事情が
変わった方などが出た結果回を追うごとに参加者が減る傾向
があった点を踏まえ、令和７年度は２か月間の集中開催で合同
就職説明会形式とし、企業と直接面談を行い、参加者の就労
意欲を維持しつつ、就労実績に結び付くように集中的に事業を
実施する。

女性の活躍を推進するため、働こうとする女性の就労をサポート
することにより、女性の就労環境の向上を図り、誰もがいきいきと
自分らしく生きる男女共同参画社会の実現を目指す。
【事業目標及びKPI ⇒ 実績】
①鎌倉市の就業者数に占める女性の割合 50％（令和７年度）
⇒44.6%（令和2年度国勢調査）

②「仕事と生活のバランスがとれている」と感じる市民の割合
56％（令和７年度）⇒ 61.1％（令和６年度）

③セミナー参加者 60人（令和７年度）⇒ 33人（令和６年度）
④就労等した人の数 ５人（令和７年度）⇒３人（令和６年度）

女性の採用に積極的な企業の採用担当者と直接面談し、その
後実際の業務を体験する実施方法とし、仕事に携わるをイメー
ジすることにより、就労に対して前向きな機運を醸成した結果、
参加企業への就労ではなかったものの、就労等に結びついた者
が３名という成果を挙げることができた。

鎌倉市の女性の正規雇用率は比較的高い傾向を維持している
が、子育てや介護等の事情からパート・アルバイトなどの短時間
労働や多様な勤務形態を希望する方もいる。一方、女性の視点
を事業に活用する等の観点から、女性の雇用に積極的な企業
が市内に存在している。こうした状況を踏まえ、女性求職者と求
人のマッチングを図るべく、これから働こうとする女性の就労意
識を高める一方、ライフステージやキャリアに応じた就労が可能
な労働環境を整えていく必要がある。

平成28年開催の鎌倉市協働事業選考委員会で、平成29年度

鎌倉市協働事業に採択された「女性のセカンドキャリアステップ
セミナー」の実施団体であるかまくら主婦’ｓネットワークと協働
で事業を行っている。

令和６年度は出産や介護などで就労ブランクのある女性の再
就職を促すため、女性採用に積極的な企業との直接面談及び
就労体験を通じて、より実質的な就労へのきっかけとなるよう
事業を企画し実施した。

①かまくら主婦 ’ｓネットワーク

セミナーの企画、運営、ホームページ・フェイスブック等による
情報提供を担う。

②ハローワーク藤沢、近隣市（藤沢市、逗子市）

就労支援窓口でのちらし配架を行う。



事業の概要

※ 画像等も入れて、分かりやすく記載ください。

日時 テーマ 参加者数

第１回
令和６年
６月17日

【私らしく働くために必要な力をつける】
・はじめのあいさつ・セミナー概要の説明
・講義+自分を知るワーク
・感想シェア
・おわりのあいさつ

10名

第２回
令和６年
７月３日

【企業との出会い】
・第1回の振り返り
・参加企業紹介
・企業と参加者のグループ面談（質疑応答）

・インターンシップエントリーカード記入

11名

第３回
令和６年
９月３日

【主婦’ｓインターンシップ】
・インターンシップ（協力企業の現地訪問、就労体験）

７名

第４回
令和６年
10月21日

【振り返りと自分ロードマップの完成】
・あいさつ・第3回の振り返り
・インターンシップの感想シェア
・「1年後の自分へ」ワークシートに記載する
・まとめ・終了

５名
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